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薬剤処理後約 1ヶ月の 9月 1，2日に再度AE計測を行っ
た結果，前回の測定でAEが検出された計測点では， AE 
































































































































のAE事象数 (AE事象率)を ×はAE事象率が 10以
下であった測定点を示す。図中の点線で囲まれた領域A


























































































































































センサNo. 1回 2田 3回 4田 5回 6由 7回 8田
1 o o O 豆 益基 11 g 3 
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6 o o o o 皇 O o o 
7 o o o 32 4 o o o 
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ν=五7 α=竺竺x-F; …(2) p 



























































パーティクルボードの枚数に応じて 15.5，31.0， 46.5rnm 
の3種類とした(図4-2)。
{レー ダ探査機1Gまたは}レーダ探査機I~ ;:'~:!;=~~:::_Iø. I {レー ダ探査機450M
1¥ー ティクJL-








































































































































































































































































1) 人面:平城宮跡出土、墨画人面板 (8世紀)、 2) 鳥



































































































































































出土木材(スギ Cryptomeriajaponica D. Don、クリ









































































































































































































図 10に、 PEG含浸処理中の試料の例を示す。 PEG含浸
開始直後、接線方向長さは一旦減少した後増加に転じる
場合があったっこれは使用した PEGの分子量が 3300と


































































Kosei Ando and Masamitsu Ohta Relationships 
betwl白 n出eMorphology of Micro-Fractures of Wood 
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